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このコーナーでもしばらく製造工程を紹介してきましたが、読者の中には「まあ大体知 

っていることばかりだな…」と多少食傷気味の方も多いことでしょう。 そこで今回は、 

頭の体操をかねて…「え？何それ？」というようなものを紹介します。 

桑野ではおかげさまで毎日ボートを作っています。たくさん作ってたくさん売れればそ 

れで安泰…といきたいところですが、そう甘くはありません。新しいボート・商品の開 

発や製造工程の改善・進化も必須課題です。 

「桑野の新商品？ あぁ，分割艇のことだな？」と思われるかもしれませんが、それは 

下記に譲り、ここでは別の右の一品の紹介です。といっても、これは製品そのものでは 

なく、試作のための「型」です。ほとんど誰も、これが何になるかはわからないでしょう。何かはまだヒミツですが、その

うちロウイングの役に立つモノになるべく胎動しているところです。開発は「売れるモノ」づくりに結びつかなければただ

の趣味になってしまいます。半面、開発とは失敗や効率のリスクとの戦いでもあります。小さな企業なので開発に割けるコ

スト・労力は限られていますが、新商品の開発にしても、製造工程の小さな工夫・改善にしても、大脳を刺激する創造的な

活動が良いモノづくりにつながると信じ、自分の構想・いろいろな方からの夢を形にしていきます。   【小澤】 

●安全管理について             【小澤】 

このところ、ボートの事故がメディアに取り上げられることが多く、ヒヤヒヤしている方も多いと思います。幸い大きな死傷事

故に至っていませんが、関係者の反応を整理してみると、「大した事故ではない・大騒ぎしすぎ」「事故は自己責任」「自分のと

ころは大丈夫」「報道に間違い多い」といった見方と、「大事故になるところだった。万全な対策を」「関係者は何をやっていた

んだ？」というような見方に分かれるように思えます。しかし安全に関しては軽視も過剰反応も得策でないと感じます。 

『エラーも含む情報の中から、冷静に事情を把握し、自分たちの身の回りのロウイング活動に重ねて課題を検証、一つずつでき

るところから安全対策を実行』の繰り返しにつきます。またひとたび大きな事故が起きれば、「自分(達)だけの問題」では済ま

されなくなるという認識も必要と思います。個人的にはロウイングの中でも「安全」は、ライフワークというより、基礎・前提

として取り組んできましたが、現在はボートメーカーに身を置く立場になりました。ハードウェアの安全について、これまでの

ユーザーとしての視点に「加えて」、内側からも課題・改善に今まで以上に取り組んでいきたいと思っています。 

また、ユーザーの皆様ができる安全対策があります。水栓が無くなったままだったり、かかと紐がなかったり、艇の穴をガムテ

ープで塞いだだけになっているのは大変危険です。本格的にシーズンが始まる前に艇のチェックをし、安全に乗艇できるように

整備をきちんとしましょう。 

BOAT TIMES の配信停止をご希望される方は、お手数ですが FAX(077-573-8002) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp) で弊社

までご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 4/19発行予定です。 

 

●お知らせ 
＊メールの受信について 

 弊社から Yahooアドレス等へメールを送った際、迷惑メールフォルダに自動振り分けされる場合がございます。弊社からのメー

ルがなかなか届かない場合は迷惑メールフォルダの確認をお願いいたします。また、携帯で弊社からのメールを受信される方は

＠k-boat.co.jpからの受信を可能な設定にするようにお願いいたします。 

＊振込時の注意 

 銀行または郵便局でお振込みをされる方は請求書と同じ名義でのお振込みをよろしくお願いいたします。やむを得ず別名義で振

込みされる場合はご一報ください。 

＊高校選抜・中日本レガッタ・朝日レガッタに出店します 

 上記の各大会に出店します。現地でのパーツ受け渡しをご希望の方はお早めにご連絡ください。 

●分割艇 試漕しました！ 
先月号でもお知らせしていたように、今桑野では新しく分割艇の開発をしています。そ

の分割艇の試漕が 11 日（月）に行われました。ボート選手をしている社員・黄瀬と新

社長・小澤が漕いでみて、不具合が無いかなどの確認をしました。試乗した黄瀬による

と「試作艇は従来の半分、3点で接続していますが思っていたよりガッチリととまって

おり、不安がありませんでした。まだまだシンプルに面白い方法がとれそうです。」と

のことです。 

皆様をアッと言わせるような艇を作れるように社員一同アイデアを出し合っています。 

 


